







2010 年〜 2014 年にかけて、母島列島の姉島南鳥島、妹島鳥島において、クロアシアホ
ウドリ Phoebastria nigripes、カツオドリ Sula leucogaster plotus、オナガミズナギドリ


























調査は、2010 年 7 月〜 2014 年 12 月にかけて、計 10 回実施した。クロアシアホウドリ
は 2011 年〜 2014 年にかけて 5 回の営巣シーズンの調査を実施した。カツオドリは 2011 年
〜 2014 年、オナガミズナギドリは 2012 年〜 2014 年、クロアジサシは 2010 年〜 2014 年に
かけて調査を実施した。冬期に繁殖するクロアシアホウドリは、調査が年をまたぐため、
１月の調査結果は前年の調査結果として表した。








選択して実施しているため、多少の誤差は生じている。なお、2012 年 7 月 19 日の調査時
は、10 m×10 m のコドラートで調査を実施したため、5 m×2 m のコドラートに換算して
営巣数を推定した。また島全体の巣穴の数は、2012 年 7 月 19 日に調査した。
調査は、2010 年 7 月 22 日、2011 年 1 月 11 日、7 月 25 日、12 月 16 日、2012 年 7 月 19






産座を中心に 2 m× 2 m の範囲について、草丈 50 cm 以下の草本植物が優占している場所




2 m×2 m の範囲で最も優占する種を記録した。なお優占種のうち、草本植物については科






クロアシアホウドリの 5 年間の営巣数は、南鳥島で 2010 年〜 2011 年にかけて 5 〜 6 で
あったが、2012 年に営巣数が倍増し 12 になり、その後は 10 〜 13 と変化が少なく安定し
ていた。鳥島では、営巣数が 10 〜 13 と年変動が少なく安定していた。島間の年変動は、
2013 年以降は同調傾向が見られた。カツオドリの 4 年間の営巣数は、南鳥島で 15 〜 44、
鳥島で 30 〜 74 と、両島ともに年変動が著しかった。島間の年変動は、同調傾向が見られ
た。オナガミズナギドリの 3 年間の推定営巣数は、南鳥島で 153 〜 193 と年変動が少なく
安定していた。鳥島で 95 〜 183 と年変動が著しかった。島間の年変動に、同調傾向は見ら
れなかった。クロアジサシの 5 年間の営巣数は、南鳥島で 3 〜 13、鳥島で 8 〜 26 と両島
ともに年変動が著しかった。島間の年変動は、同調傾向が見られた（表 1）。
なおオナガミズナギドリのコドラート調査の結果、巣穴の利用率は 2012 年に南鳥島で
49％、鳥島で 81％、2013 年に南鳥島で 55％、鳥島で 42％、2014 年に南鳥島で 61％、鳥島
で 58％であった。島全体の巣穴の数は、南鳥島で 312 巣、鳥島で 226 巣であった。
表 1　姉島南鳥島と妹島鳥島における海鳥類の営巣個体数
種名 クロアシアホウドリ カツオドリ オナガミズナギドリ クロアジサシ
島名 姉島南鳥島 妹島鳥島 姉島南鳥島 妹島鳥島 姉島南鳥島 妹島鳥島 姉島南鳥島 妹島鳥島
2010 6 10 9 10
2011 5 13 15 30 8 23
2012 12 12 40 50 153 183 13 26
2013 13 13 44 74 172 95 13 25





草型草地が 6％、低木林が 20％であった。優占種は、南鳥島でイネ科植物が 80％、タコノ
キが 20％であった。鳥島では、イネ科植物が 100％であった。植生被度は、南鳥島で 0 〜
20％で 0％、21 〜 40％で 13％、41 〜 60％で 15％、61 〜 80％で 28％、81 〜 100％で 44％
であった。鳥島では、0 〜 20％で 0％、21 〜 40％で 8％、41 〜 60％で 12％、61 〜 80％で
40％、81 〜 100％で 40％であった。低木林からの距離は、南鳥島で 0 m で 20％、1 〜
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